
□靴(派手ではないもの。)     □頭髪(ワックス・髪飾りなど) 

□ポロシャツ・ブレザーのボタン □ズボン・スカートの丈     

□防寒着・手袋・マフラー(派手でないもの)  

□その他、アクセサリーなど付けていないか。 

 

試験に臨む心構えと諸注意 
 

令和６年２月９日（金） 

守口市立八雲中学校 

３年   組     番  名前                

 １．試験の前日 
①体調管理・・・試験本番で力を発揮できるように、睡眠を十分にとる。 

         間違っても、徹夜で勉強はしない。 

②試験会場への交通経路・所要時間・交通費・出発時間の確認。 

③要項の確認・・・試験日程・持ち物などを再確認しておく。 

④持ち物の点検・・・下のチェック欄を活用し、忘れ物のないように‼  

※要項や出願時に高校にもらったプリントをよく読んで確認する。下記は一例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤服装、身だしなみの点検。(□の欄にチェックをしながら確認しよう！) 

 

 

 

 

  ※今年度の受験は、会場で換気が行われるため試験中の防寒着、防寒具が認め    

られている場合があります。各高校の HPや案内を確認しておきましょう。 

(ただし、文字や英語、地図などがプリントされているものはダメです。) 

⑥受験校の所在地と電話番号の確認 

 受験校所在地(              )←※各自確認してメモしておく 

 受験校電話番号(             )←※各自確認してメモしておく 

       守口市立八雲中学校 （０６－６９９２－３９２０） 

 

２．試験の当日 
 ①早起き(試験の３時間以上前が最適)。朝食は必ずとる。トイレも忘れずに。 

②持ち物、服装を再確認する。 

③試験当日は直接試験会場に向かう。(中学校には登校しない。) 

④集合時刻の１５分以上前には受験校に到着し、掲示物などの確認をする。 

※２月１0日（土）11(日)、電車・バスなどは休日ダイヤになっているので、平日ダイ

ヤと間違えないようよく確認すること。 

⑤交通手段は原則徒歩・電車・モノレールを利用。 

※自転車で直接、高校に向かう事はしないでください。(許可されている学校は

除く)。また電車を利用する場合の駅までの経路においても、パンク、チェー

ン外れなどの故障、事故などで受験に影響がでても保障がないこと、高校入試

が学校行事でない関係で、事故時に学校からの保険が降りないことなどから自

転車の使用は推奨しません。バス・自家用車・タクシーを使わなければならな

い場合は特に時間に余裕を持って行動して下さい。 

□受験票(封筒などに入れて汚れないように) □上靴(靴袋も) □マスク 

□筆記用具(鉛筆 HB以上の濃さ・シャーペン・替え芯・消しゴム)※２，３個持っていく 

□直定規・三角定規・コンパスなど（要項をよく読んで、必要なもののみ） 

□時計(計算機能なし・アラームは OFF)   

□お金(交通費(     円) ・電話用１０円硬貨数枚  

□弁当(必要な学校) □雨具(傘・カッパなど)   

□その他学校指定の持ち物(     ) ※不必要なもの（携帯等）は持って行かない 

※受験生への案内の紙などを通じて携帯・スマホの持ち込みが許可されている高校も

あります。持っていく場合は各学校のルールに必ず従い、試験時に音が鳴ることのな

いように十分に注意してください。鳴らした場合、試験無効になる恐れがあります。 

昨年度も失格になった例あり。 



⑥友達と待ち合わせをする場合、約束の時間を確認し、その時間になっても来 

ない場合は先に行くこと。 

⑦万一遅刻した場合、諦めずにできるだけ早く受験校に行き、係りの先生に申 

し出て指示を受けること。電話連絡が可能な場合、受験校、中学校にも電話 

をする。 

⑧体調不良などで試験を受けることが難しい場合は、高校ではなく、 

八雲中学校に電話（７：１５～７：３０）をする。 

※八雲中の教員が高校に連絡します。 

⑨受験票を忘れた時は、受験校の先生に申し出て指示を受ける。取りに帰らない。 

⑩自分の受験する教室と机を確認したら、トイレをすませておく。 

⑪試験監督の先生の連絡や注意事項は聞きもらさないように、しっかり聞く。 

⑫筆記試験終了後、面接の日程・時間・場所などの掲示物を確認する。  
３．試験について 
①受験教室では、静かに待つ。大声で話しをしたり、騒いだりしない。 

②まわりの受験生を気にしない。 

③試験が始まったら最初に受験番号・氏名など必要事項を忘れずに記入する。 

④易しい問題や得意な問題から手をつける。 

⑤問題を注意深く読み、解答の仕方、解答欄を間違えないように気をつける。 

⑥文字や記号ははっきり、丁寧に、分かりやすく書く。消しゴムで消す場合は 

丁寧に、しっかり消してから書く。 

⑦数学や理科の計算は、後で見直せるように余白を有効に使う。 

⑧難しい問題はみんなが難しいと思っている。焦らない。慌てない。 

⑨不正行為やまぎらわしい行為(よそ見、筆記用具のやりとり)は絶対にしない。 

⑩時間配分を考えて解くこと。最後に見直しの時間をとる。 

⑪休憩時間中に、トイレを済ませておくこと。終わった教科のことは考えず、 

次の教科の準備をする。 

⑫万一試験中に気分が悪くなったら、試験監督の先生に申し出て、処置をとっ 

てもらう。(トイレに行きたくなった場合も同様) 

⑬試験は点数だけではない。試験中、休憩時間、行き帰りの態度に気をつける。 

⑭日頃の実力を出せば大丈夫と信じて頑張る。 

⑮試験が終わっても緊張を緩めず、試験監督の先生の連絡をしっかり聞く。  
４．合格発表について（主に試験日翌日以降） 
①合格発表の仕方の確認をすること。(基本的には郵送) 

②合否は中学校(担任または３年生の先生)に連絡すること。 

 土日祝日の電話対応はできません。 

 

※合格の場合…直接担任の先生に報告。転科合格であった場合はその旨も       

※不合格の場合…八雲中に電話で報告（次の対応を考えます） 

 

③合格の際は今後の手続きについて、必ず確認しておくこと。 

 

 

 

 

健闘を祈ります 

 

    ※面接がある学校を受験する場合は、次のページも読んで下さい。 

 

 

 

 

 



 

５． 面接について 
 面接は受験生と接して会話を交わすことにより、その人柄や性格・特徴・ものの考

え方などを見極めようとするもの。わずかな時間であっても、日頃のあなたがそのま

ま出るので、自信を持って明るく堂々と受けられるよう心がけよう。 

 

①服装や身なり 

汚れ・ほころびなどはないか。ボタンはついているか。下着がはみ出して 

いないか。ポケットに余計なものは入っていないか。 

 

②控え室での態度 

   ここからすでに観察されていると思おう。騒いだりふざけたりせず、気持 

ちを落ち着かせるように静かに順番を待つ。間近になったらもう一度服装を 

確認し、呼ばれたら大きな声で「ハイ」と返事をする。 

 

③入室から退室まで 

・ドアが閉まっている場合は軽くノックしてから入る。 

・ドアの開け閉めは静かに、後ろ手にせず、ドアに向かってする。 

・入り口で礼をする。 

・入るときも出るときも両足をそろえて上体をのばし、正しく相手に向かって 

自然な態度でおじぎする。 

・「どうぞ」とか「かけなさい」と言われてからいすに座る。 

・受け答えは面接官の先生をまっすぐに見て明るくはきはきとする。質問内容 

が分からないときは遠慮しないでもう一度質問をくり返してもらう。 

・知らないこと、分からない質問には「分かりません」と素直に言う。 

・面接が終わったら静かに席を立ち、いすを直し、「ありがとうございました」 

と言って丁寧におじぎする。 

・出口で再度、面接官の先生に礼をして退出する。 

・面接が終わったからと言って、はめを外してはいけない。学校に帰るまで面 

接が続くという気持ちで、気持ちをゆるめない。 

 

④絶対に覚えておくこと。 

□受験番号(       番)   □自分の生年月日(  年  月  日) 

□中学校名(守口市立八雲中学校)  □校長先生の名前(濵
はま

口
ぐち

 和久
かずひさ

 校長先生) 

□担任の先生の名前(        ) 

□志望理由や志望校の印象(具体的に) □受験校までの交通経路・所要時間 

 

⑤後日「面接アンケート」を記入してもらいます。来年以降受験 

する後輩のために、どのような質問を受けたか覚えておいて下さい。 


